
グローバル人材養成講座 
人事ご担当者向け　特別体験会のご案内

開催日時 
2018年11月22日（木曜日） 
15:00～17:00（14:30受付開始）  
終了後に軽食、お飲物をご用意して
おります。参加費用は無料です。 

開催会場 
株式会社MD.ネット 
東京都港区赤坂5-2-20  
赤坂パークビル2F 

講師　河野 隆  先生 
 
国内大手コンサルティング会社で大手メーカーや
電力会社などのコンサルティングを経験後、中国
法人の責任者となり、様々な事業の再建を担当、
実現してこられました。海外関連のコンサルティ
ングは１４年間に及びます。 
最近はこれまでの豊富な経験をもとに、日本人駐
在員や現地スタッフの人材育成に積極的に取り組
んでいらっしゃいます。

 社員のグローバルコンピテンシーを鍛え、  
グローバルビジネスを勝ち抜く組織を作る！ 
企業の多くが「グローバル人材の育成」という課題に直面しています。社員の誰もがグロー
バルマインドを持ってビジネスに取り組み、組織全体のグローバルビジネス力を高める必
要があります。 

よく、ビジネスは準備８割実行２割と言います。フィージビリティスタディはビジネスを
実行する「人材」にもすべきですし、「人材」の十分な準備も必要なはず。人材の可視化
＋準備、これが成功の要素だと私たちは考えます。 

このセミナーでは、一人一人の社員のグローバル力はもちろんのこと、最終ゴールとして
組織としてのパワーアップを目指す、新しいグローバル人材プログラムをご案内いたしま
す。この機会にぜひご体験いただき、御社の人材育成にお役立てください。 



講座概要
【目的】１５年にわたり述べ３万人以上の海外赴任者、留学生のメンタルヘルスをサポートしてきたMD.ネットと、海外事業の人材コンサル
ティングを１４年間行ってきた河野先生の経験とノウハウを合体させて開発したグローバル人材養成講座です。 
このセミナーでは、異文化適応や語学力アップの土台になるグローバルマインドを鍛えることを目的としています。 

【対象】以下のような方々向けの研修です。企業様や受講者様の状況に応じて、講座内容はカスタマイズいたします。 
□　海外赴任予定者　□　将来の海外赴任候補者　□　海外企業との交渉者、調整をされている担当者　□　日本に勤務する外国人社員 

【特徴】アセスメント＋演習で、自分の強みにフォーカスし、具体的なスキルアップを目指します。 
□　受講前にアセスメント＝グローバルIQ®を受けていただきます。その結果で、ご本人の強みと弱みを可視化します。 
□　具体的なケースをもとに、討議やロールプレイングなどの演習主体の内容とします。 
　 グローバルに何が必要かを体感し、何を鍛えるべきかを自己認識します。 

グローバルコンピテンシーの考え方

グローバルビジネスには、 

●価値観、文化、風習の違いを受け入れ、誰
とも良好な関係を築くことができる 
●経験のない環境で心身共に健康に適応がで
きる 
●想定外の状況に置かれても結果を出すため
に努力できる 

という、語学力や固有のスキル以外の資質
が特に重要だと考えています。 

研修を通じ、自分の強み弱みを実感し、グ
ローバルな場面での対応方法を習得してい
ただきます。

講座内容
今回の研修で取り上げる演習例： 

【グローバルIQ®とパフォーマンス】 
過去１０年、グローバルビジネスで成果を出した方には共通する
特徴があります。またその逆もあります。特に帰任された方も共
通するある特徴があります。業種別、年齢別傾向など、数値を元
に事例を紹介いたします。 

【想定ケース＋ワーク＋行動目標設計】 
「感じが良く、学業成績が良い、従順で真面目、しかし控えめで
自主性が低い→海外事業で起こったあるケースに対応できるか？ 
といった想定のもと、今回は、コミュニケーション能力をトレー
ニングするための２つの体験ワークを実施します。 
コミュニケーション能力が日本以上に重要な理由。自分の弱みが
ビジネスの場面でどのような結果をもたらすか？具体的なスキル
アップの手法。自分の強みを具体的に生かす方法。など、コミュ
ニケーションを通じてビジネスを達成していくプロセスやご自身
が何を意識・習得していくべきかを実感していただきます。 

特別体験会では、基本セミナーの内容を凝縮してお届けいたします。

特別体験会のご感想をもとに、御社のグローバル人材プログラムをご提案いたします。ぜひご参加下さい。

この部分をトレーニングします。

弊社では、１）育成のためのアセスメント、２）研修、３）赴任中
のサポートという３段階の人材育成プログラムをご用意しておりま
す。今回の体験会は、アセスメントと教育の部分を体験いただく内
容になっております。

可視化
実行


